
星空ガイド １月１６日～２月１５日

※惑星は２０２１年２月１日の位置です。

よいの星空
１月１６日２２時頃

２月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
１月１６日 ４時頃

２月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

１ １６ 土 ７：０４ １７：１１ ９：２１ ２０：１５ ２.９

２１ 木 ７：０２ １７：１６ １１：４２ ０：０５ ７.９

２６ 火 ７：００ １７：２１ １４：４７ ４：５０ １２.９

２ １ 月 ６：５６ １７：２７ ２１：０９ ９：１４ １８.９

６ 土 ６：５２ １７：３２ １：４０ １２：０７ ２３.９

１１ 木 ６：４７ １７：３７ ６：３８ １６：５５ ２８.９

１５ 月 ６：４３ １７：４０ ８：４９ ２０：５８ ３.３
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すばるを見よう

オリオン座の向かって右

上、おうし座の背中のあた

りに、すばるがあります。す

ばるはプレアデス星団とい

う名も持ち、肉眼でもいくつ

もの星が集まっている場所

です。星の良く見える場所

では、存在感があって、す

ぐに見つけることができるの

ですが、都市部でも、場所

さえちゃんと分かっていれ

ば、意外と見つけられま

す。実際に自分の住んでい

るところで、何個の星を見

ることができるか、チャレン

ジしてみましょう。

ちなみに、多くの書籍

で、「星の良く見えるところでは、６～７個数えることができる」と書いてあることが多い

のですが、すばるで７番目に明るい星はプレイオネで５.１等、８番目に明るい星はケ

レーノで５.５等、９番目に明るい星はアステローペ Ｉ で５.８等ですので、本当に星が良

く見える環境で数えると、８～９個数えられたりします。また、一番明るい星はアルキ

オーネの２.９等ですので、大阪の市内中心部はともかくとして、そこそこの都市部でも

アルキオーネだけは見えることはありそうです。空気の澄んだ夜にチャレンジしてみま

しょう。
飯山 青海（科学館学芸員）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

１ ２０ 水 大寒(太陽黄経３００°)

２１ 木 上弦（６時）/夕方南の空で月と

火星が約５°離れて並ぶ/月が最遠

(４０４,４００km)/火星と天王星が約

１.６°まで接近

２４ 日 水星が東方最大離角（夕方の西の

空で観察のチャンス）

土星が合

月 日 曜 主な天文現象など

１ ２９ 金 ○満月（４時）/ 木星が合

２ ３ 水 立春(太陽黄経３１５°)

４ 木 月が最近(３７０,１００km)

５ 金 下弦（３時）

８ 月 水星が内合

１２ 金 ●新月（４時）

１５ 月 明け方の超低空に水星・金星・木星

が約５.５°の範囲に集まる

すばるの星と等級（５.０等は５０と表示）
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